
海

軍

　 
甲
種
予
科
練
習
生

特
攻
の
生
き
残
り
　 広島
県
　
重
政
幸
雄
　 

―
重
政
さ
ん
は
海
軍
志
願
で
航
空
隊
の
生
き
残
り
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
先
ず
予
科
練
の
話
か
ら
伺
い
ま
し
ょ
う
。

私
は
大
正
十
四
年
一
月
十
九
日
生
れ
、
甲
種
飛
行
予
科
練
習

生
の
第
十
期
生
で
す
。
昭
和
十
六
年
に
受
験
し
た
の
で
す
が
、

資
格
は
日
制
中
学
四
年
程
度
の
学
歴
者
と
い
う
の
で
、
五
年
在

学
中
に
受
験
し
た
の
で
す
。

第
一
次
、
第
二
次
と
試
験
が
あ
り
、
体
格
で
半
分
以
上
落
ち
、

学
科
試
験
、
身
元
調
査
で
す
。
十
七
年
二
月
に
は
岩
国
航
空
隊

で
適
性
検
査
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

一
週
間
ぐ
ら
い
の
間
毎
日
、

落
ち
て
帰
さ
せ
る
。

二
～
三
週
間
後
に
採
用
通
知
が
来
ま
し
た
。

合
格
は
百
人
中
二
、
三
人
で
し
た
。
当
時
我
々
は
金
の
卵
と

い
わ
れ
、
飛
行
機
が
当
時
の
金
で
十
五
万
円
ぐ
ら
い
だ
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
代
は
飛
行
機
よ
り
人
間
の
方
が
大
切

と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
第
一
次
試
験
は
自
費
（
体
格
・
学
科
）

で
、
そ
の
後
の
旅
費
は
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
か
ら
通
知
が

三
月
三
十
日
に
来
て
四
月
一
日
入
隊
し
ま
し
た
。
家
庭
は
両
親

健
在
、
教
員
だ
っ
た
兄
（
十
九
年
十
一
月
病
没
）
が
お
り
、
私

は
次
男
で
し
た
。

当
時
、
予
科
練
の
服
装
は
水
兵
服
で
し
た
が
、
途
中
か
ら
七

ツ
ボ
タ
ン
に
な
っ
た
。
海
軍
の
階
級
は
四
、
三
、
二
、
一
等
飛

行
兵
、
兵
長
、
二
、
一
等
飛
行
兵
曹
と
進
む
の
で
す
。
訓
練
は

一
般
学
科
と
し
て
数
学
、
国
語
な
ど
で
、
そ
れ
か
ら
飛
行
兵
と



し
て
の
通
信
、
航
法
、
軍
用
手
旗
な
ど
で
す
。
年
齢
は
十
六
～

十
七
歳
で
、
海
軍
兵
学
校
よ
り
進
級
が
早
い
と
い
う
の
で
予
科

練
に
入
っ
た
者
も
い
た
。

訓
練
は
文
字
通
り
の
「
月
月
火
水
木
金
金
」
で
し
た
。
前
さ

さ
え
（
腕
立
て
伏
せ
）

、
ビ
ン
タ
、
軍
人
精
神
注
入
棒（
樫
の

木
刀
の
太
め
な
も
の
）
で
、
そ
れ
が
折
れ
る
ぐ
ら
い
殴
ら
れ
る
。

「
総
員
制
裁
十
本
」
と
か
十
五
本
と
か
で
、
尻
が
最
初
は
は
れ
、

黒
く
な
り
、
■
に
な
る
。
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
鉄

道
線
路
で
手
を
と
ば
し
た
人
も
あ
っ
た
。

飛
行
機
に
乗
っ
て「
し

も
う
た
」
で
は
遅
い
か
ら
訓
練
も
厳
し
く
、
体
で
覚
え
さ
せ
る

た
め
か
、
分
隊
長
も
黙
認
し
て
い
た
。

私
た
ち
も
半
年
ぐ
ら
い
で
馴
れ
た
。
何
で
も
罰
則
で
、
早
喰

い
、
競
技
に
負
け
た
り
、
団
体
行
動
、
一
万
メ
ー
ト
ル
競
争
、

短
艇
、
手
旗
、
水
泳
と
負
け
れ
ば
罰
だ
。
泳
げ
な
い
者
は
底
に

貼
り
着
い
て
も
や
ら
せ
る
し
、
団
体
で
一
人
で
も
落
後
す
れ
ば

総
員
罰
則
で
す
。

一
般
や
軍
事
教
育
も
■
の
教
科
書
で
、
魚
雷
、
飛
行
機
、
エ

ン
ジ
ン
性
能
…
。
信
号
は
発
光
、
モ
ー
ル
ス
も
や
る
し
、
受
信

百
二
十
字
、
送
信
九
十
字
（
一
分
間
）
ぐ
ら
い
に
な
る
。
訓
練

↓
テ
ス
ト
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
通
り
正
式
訓
練
を
受
け
た
。

八
、
九
月
は
横
須
賀
で
、
艦
務
実
習
は
戦
艦
「
山
城
」
で
十

日
間
ぐ
ら
い
や
っ
た
。
同
期
生
は
千
人
以
上
い
た
。
最
初
の
本

土
空
襲
の
と
き
、
初
め
て
バ
ッ
タ
を
喰
っ
た
。
艦
務
実
習
中
の

行
軍
は
東
京
―
筑
波
山
で
、
陸
戦
銃
（
三
八
式
銃
や
口
径
七
・

七
ミ
リ
の
九
八
式
軽
機
関
銃
）
を
各
自
持
っ
て
、
防
毒
面
も
携

行
し
た
。
私
の
次
の
十
一
期
生
は
戦
艦
「
陸
奥
」
で
実
習
中
瀬

戸
内
海
柱
島
で
爆
発
し
、
五
百
人
以
上
ほ
と
ん
ど
死
ん
だ
と
い

い
ま
す
。
私
は
た
し
か
土
浦
に
い
た
時
で
し
た
。

次
に
後
期
の
訓
練
で
す
。
操
縦
と
偵
察
と
あ
る
が
、
そ
の
適

性
検
査
で
は
手
相
、
人
相
見
が
来
て
総
合
し
て
決
め
る
。
赤
ト

ン
ボ
と
い
う
九
七
式
練
習
機
で
も
適
性
を
み
る
。
地
上
訓
練
は

訓
練
室
で
行
う
。
爆
撃
、
編
流
、
風
速
、
風
向
な
ど
。

操
縦
の
人
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
だ
が
、
私
は
偵
察
と
な
り
通
信
、

信
号
な
ど
と
、
二
人
で
乗
っ
て
航
法
、
通
信
、
連
絡
方
法
、
索

敵
な
ど
実
地
に
訓
練
す
る
。
飛
行
機
の
照
準
器
は
当
時
一
万
五

千
円
し
た
と
い
う
。
飛
行
訓
練
生
に
な
り
、
水
兵
服
か
ら
歌
に

あ
る
七
ツ
ボ
タ
ン
服
に
な
っ
た
。

私
は
飛
行
練
習
生
第
三
十
二
期
で
、
半
年
後
静
岡
県
大
井
航



空
隊
（
茶
畑
の
中
）
で
一
ヵ
月
訓
練
、
十
八
年
五
月
上
海
航
空

隊
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
佐
世
保
か
ら
特
務
艦
「
室
戸
」
に

乗
り
、
一
晩
で
上
海
に
着
い
た
。
後
期
に
は
青
島
へ
行
き
、
飛

練
三
十
三
期
生
に
な
っ
た
の
で
す
。
現
地
は
飛
行
場
設
営
中
だ

っ
た
が
、
一
キ
ロ
爆
弾
で
爆
撃
訓
練
、
射
撃
は
吹
き
流
し
を
、

航
法
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
使
っ
た
。
そ
の
間
、
移
動
訓
練
で
は
前

に
い
っ
た
よ
う
に
上
海
か
ら
青
島
航
空
隊
へ
移
動
し
た
が
、
練

習
機
を
実
用
機
に
し
て
使
っ
た
。

十
八
年
十
二
月
二
十
四
日
、
飛
行
練
習
生
を
卒
業
し
た
の
で

す
。
訓
練
中
の
資
料
を
い
ま
持
っ
て
来
ま
し
た
の
で
復
習
を
し

て
み
ま
す
。

通
称
「
甲
飛
」
と
は
、
甲
種
予
科
練
習
生
の
こ
と
で
、
中
学

四
年
第
一
学
期
終
業
者
以
上
の
学
歴
、
第
十
期
生
は
昭
和
十

七
年
四
月
一
日
入
隊
、
千
九
十
七
名
、
戦
没
者
七
七
七
名
、

現
在
の
生
存
者
二
百
名
。
第
九
期
生
八
四
一
名
入
隊
、
戦
没

六
百
三
十
名
。
第
十
四
期
生
五
万
二
千
百
十
五
名
、
戦
没（
空

襲
な
ど
）
六
百
十
八
名
。

採
用
通
知
　
各
鎮
守
府
↓
役
場
↓
本
人

教

育
　
１
精
神
教
育
、
重
点
（
国
の
た
め
死
ぬ
）
　
２
勤

務
（
日
常
作
業
、
諸
教
練
、
甲
板
掃
除
…
死
ぬ
ほ
ど
）
　
３

体
育

学

術
　
１
運
用
術
　
２
航
海
術
　
３
砲
術
　
４
水
雷
術

５
通
信
（
無
線
）
　
６
航
空
術
　
７
機
械
術
　
８
生
理
衛

生
　
９
軍
制
及
諸
法
規
　10

数
学
、
幾
何
・
三
角
　11

現

代
学
　12

艦
務
実
習

十
八
年
六
月
艦
務
実
習
一
週
間
、
横
須
賀
戦
艦
「
山
城
」
一

週
間
、
七
月
十
七
日
予
科
練
卒
業
、
飛
行
練
習
生
と
な
り
大
井

航
空
隊
、
三
十
二
期
生
上
海
、
三
十
三
期
生
一
部
青
島
、
十
二

月
二
十
四
日
飛
練
卒
業
し
希
望
通
り
呉
航
空
隊
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
上
海
か
ら
「
吉
林
丸
」
の
一
等
船
室
で
呉
に
帰
っ
た
。（
同

期
生
六
～
七
名
）

―
十
九
年
に
な
っ
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
実
戦
で
す
か
。

一
月
七
日
ま
で
は
呉
で
訓
練
で
す
が
、
洋
上
で
は
な
く
基
地

勤
務
と
な
る
。
フ
ロ
ー
ト
付
飛
行
機
を
艦
に
載
せ
な
く
な
っ
て
、

カ
タ
パ
ル
ト
の
訓
練
を
し
た
。
米
本
土
砲
撃
に
行
っ
た
者
も
い

た
が
、
主
と
し
て
柱
島
泊
地
で
の
合
同
訓
練
で
し
た
。

十
九
年
一
月
八
日
、
大
分
の
佐
伯
航
空
隊
、
艦
隊
は
佐
伯
に

集
結
し
て
い
た
。
そ
こ
で
電
探
（
磁
気
・
電
波
）
を
取
り
付
け
、



教
育
、
指
導
を
受
け
、
実
際
の
操
作
を
し
た
。
第
六
期
特
別
練

習
生
は
実
戦
を
し
な
が
ら
（
飛
行
機
に
積
ん
だ
の
は
こ
れ
が
初

め
て
）

、
訓
練
中
も
二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
を
積
ん
で
い
て
、
潜

水
艦
を
見
つ
け
れ
ば
投
下
す
る
。
爆
撃
訓
練
は
廃
艦
に
対
し
二

～
三
千
メ
ー
ト
ル
上
空
か
ら
実
施
し
た
り
、
航
法
は
百
五
十
マ

イ
ル
ぐ
ら
い
、
佐
世
保
か
ら
飛
ん
だ
。

実
戦
で
、
艦
隊
の
前
路
上
空
を
直
衛
、
対
潜
■
戒
を
し
て
種

子
島
ぐ
ら
い
ま
で
行
き
、
沖
縄
基
地
の
隊
と
交
替
す
る
。
艦
隊

は
沖
を
、
輸
送
船
は
沿
岸
を
航
行
す
る
。
駆
潜
艇
は
佐
伯
基
地

に
あ
る
し
、
航
空
隊
は
陸
上
と
海
上
と
に
あ
っ
た
。

十
九
年
六
月
、
第
九
五
三
航
空
隊
勤
務
と
な
る
（
ダ
バ
オ
の

戦
況
が
変
わ
り
）

佐
世
保
↓
ダ
バ
オ
は
台
湾
止
ま
り
と
な
っ
た
。

一
部
は
レ
イ
テ
、
タ
ク
ロ
パ
ン
の
■
戒
、
索
敵
、
対
潜
を
し
て

い
て
全
滅
し
た
。
私
た
ち
は
佐
世
保
や
大
村
な
ど
の
空
輸
準
備

を
、
呉
の
第
十
一
航
空
■
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
、
編
隊
を
組
ん
で
佐
世
保
発
、
台
湾
の
高
雄
の

南
の
東
港
に
補
給
に
降
り
、
そ
こ
で
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
関
東
軍
等
も
（
大
陸
と
台
湾
勤
務
の
間
か
ら
）
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
行
っ
た
り
、
ア
パ
リ
（
ル
ソ
ン
島
北
部
）
へ
行
っ
た
者
は

皆
戦
死
し
た
。
潜
水
艦
に
艦
船
が
や
ら
れ
る
の
を
護
衛
し
た
り

す
る
間
に
、
対
潜
特
別
攻
撃
の
教
育
を
実
施
し
た
。
ま
た
サ
イ

ゴ
ン
、
馬
来
へ
移
動
■
戒
し
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
着
く
ま
で

船
団
護
衛
し
た
が
、
米
軍
の
レ
イ
テ
上
陸
以
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
飛
行
機
（
第
四
航
空
軍
）
は
飛
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

前
に
も
い
い
ま
し
た
と
お
り
、
実
戦
は
十
九
年
一
月
呉
か
ら

で
す
。
比
島
の
タ
ク
ロ
パ
ン
は
水
上
機
で
、
■
戒
部
隊
は
引
き

揚
げ
た
。
飛
行
艇
や
水
上
機
は
毎
日
二
機
ぐ
ら
い
未
帰
還
が
あ

っ
た
。
私
た
ち
■
戒
隊
は
、
夜
中
索
敵
に
四
、
五
機
で
出
た
が
、

空
戦
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
台
湾
の
尖
端
か
ら
出
て
、
角
度

十
五
度
、
百
五
十
マ
イ
ル
ぐ
ら
い
扇
型
の
地
域
を
索
敵
す
る
。

そ
の
う
ち
犠
牲
が
多
く
な
っ
て
、

搭
乗
割
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

索
敵
は
レ
ー
ダ
ー
に
引
っ
か
か
ら
ぬ
よ
う
海
面
ス
レ
ス
レ
に
水

し
ぶ
き
が
か
ぶ
る
よ
う
に
飛
ぶ
。

台
湾
沖
の
海
戦
の
時
は
、
第
九
〇
一
航
空
隊
の
飛
行
艇
が
発

見
し
た
が
、
台
湾
上
陸
せ
ず
と
判
っ
た
が
攻
撃
し
た
。
特
攻
も

戦
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

第
一
神
風
攻
撃
隊
、
敷
島
隊
で
、
中
野
磐
雄
な
ど
七
人
程
の

同
期
生
が
軍
神
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
攻
隊
は
艦
船
に
近
づ
く



ま
で
に
ほ
と
ん
ど
や
ら
れ
る
。
敵
の
飛
行
機
は
夜
間
戦
闘
機
が

上
が
っ
て
い
て
、
レ
ー
ダ
ー
で
特
攻
機
を
捕
ま
え
る
の
で
、
機

動
部
隊
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
何
し
ろ
雨

霰
の
よ
う
な
弾
幕
の
中
を
突
っ
込
む
の
だ
か
ら
、

レ
イ
テ
戦（
米

軍
の
レ
イ
テ
上
陸
、
レ
イ
テ
は
比
島
戦
の
天
王
山
と
い
わ
れ
て

い
た
）
以
降
は
総
員
特
攻
だ
っ
た
。

飛
行
機
は
ど
ん
ど
ん
や
ら
れ
て
少
な
く
な
る
し
補
給
も
少
な

い
。
基
地
は
空
襲
、
空
襲
で
不
眠
不
休
だ
か
ら
整
備
が
間
に
合

わ
な
い
。
も
う
そ
の
頃
は
ゼ
ロ
戦
に
爆
弾
を
積
む
、
護
衛
戦
闘

機
と
両
方
あ
る
の
だ
が
、
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
搭
乗
し

て
い
て
撃
墜
さ
れ
た
一
式
陸
攻
機
も
あ
っ
た
。

台
湾
沖
の
海
空
戦
は
四
日
間
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
報
道
の
よ

う
な
戦
果
は
実
際
に
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
鹿
屋
、
指
宿
、
博

多
、
四
国
か
ら
随
分
特
攻
に
出
た
が
、
大
部
死
に
ま
し
た
。
私

は
出
撃
し
た
が
偵
察
で
索
敵
範
囲
外
だ
っ
た
の
で
判
ら
な
い
。

輸
送
船
、
二
十
隻
に
駆
逐
艦
が
護
衛
し
て
行
っ
た
が
随
分
や
ら

れ
る
の
で
、
対
潜
攻
撃
や
っ
た
時
、
十
六
隻
沈
め
た
と
い
っ
て

我
々
の
航
空
隊
は
感
謝
状
を
貰
っ
た
。

―
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
沖
縄
も
台
湾
も
、
だ
ん
だ
ん
追
い
つ
め
ら

れ
た
わ
け
で
す
が
、

航
空
隊
は
ど
う
し
て
い
た
の
で
す
か
。

台
湾
の
飛
行
場
は
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
淡
水
に
は
何
機
か

残
っ
て
い
た
が
、

直
ぐ
空
襲
さ
れ
て
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

隊
は
台
湾
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
、
基
隆
か
ら
上
海
ま
で

輸
送
船
に
乗
り
竜
華
へ
行
っ
た
。
竜
華
は
数
日
で
全
滅
し
た
。

三
月
二
日
、
戦
闘
機
は
ほ
と
ん
ど
特
攻
に
出
て
い
っ
た
が
、

整
備
は
不
充
分
、
連
日
の
空
襲
や
整
備
作
業
で
整
備
兵
も
不
眠

不
休
、
疲
労
で
皆
や
ら
れ
て
し
ま
う
。

四
月
五
日
、
博
多
に
南
方
か
ら
上
海
を
中
継
し
て
内
地
へ
、

搭
乗
員
だ
け
は
多
数
集
結
し
た
が
飛
行
機
は
無
か
っ
た
。

六
月
五
日
、
我
々
隊
員
は
民
宿
し
て
任
務
に
付
い
た
。
水
上

飛
行
機
も
一
ト
ン
爆
弾
を
爆
装
し
て
訓
練
も
し
た
。
山
口
県
の

大
浦
（
海
兵
の
休
息
地
が
近
い
所
）
で
沢
山
死
ん
だ
り
、
羅
津
、

ウ
ラ
ジ
オ
、
日
本
海
の
護
衛
、
下
関
、
釜
山
問
の
海
峡
、
七
尾
、

舞
鶴
等
か
ら
対
潜
、
哨
戒
と
攻
撃
を
し
て
い
た
。
不
時
着
し
て

シ
ベ
リ
ヤ
へ
抑
留
さ
れ
た
者
も
い
る
。

大
浦
か
ら
特
攻
隊
を
出
さ
ね
ば
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
第
十

一
航
空
廠
（
呉
）
で
は
実
際
に
は
水
上
飛
行
機
を
製
造
も
し
て

い
た
。
そ
の
間
、
ブ
イ
に
繋
留
し
て
い
る
水
上
機
が
グ
ラ
マ
ン



機
に
攻
撃
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
八
月
十
二
日
ま
で

大
浦
勤
務
で
あ
り
ま
し
た
。

特
別
休
暇
を
も
ら
っ
た
が
私
は
第
二
次
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

第
一
次
に
帰
っ
た
者
は
岩
国
で
米
軍
機
の
爆
撃
を
受
け
た
。
私

た
ち
は
特
攻
を
す
る
た
め
十
二
日
博
多
集
合
、
そ
の
間
に
沖
縄

へ
索
敵
攻
撃
を
し
た
。

十
四
日
に
飛
ん
だ
が
、
誰
か
が
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

私
も
「
胸
が
晴
れ
た
思
い
で
死
ん
で
も
良
い
」
と
思
っ
た
。

そ
の
後
、
飛
ん
だ
ら
九
州
の
西
海
岸
の
灯
火
管
制
が
無
く
な

っ
て
お
か
し
い
と
思
っ
た
。
敵
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

敵
が
い
つ
も
何
機
か
い
て
、
こ
ち
ら
も
何
機
か
で
撃
ち
合
っ
た

の
だ
が
。

朝
鮮
に
い
た
者
は
八
月
二
十
四
日
、
五
日
に
釜
山
か
ら
下
関

へ
渡
ら
せ
た
。
終
戦
後
は
一
週
間
残
務
整
理
を
し
て
、
私
物
や

書
類
の
整
理
を
し
た
。
我
々
は
飛
行
服
は
持
っ
て
、「
無
期
休

暇
と
無
賃
乗
車
券
」
を
も
ら
っ
た
。
休
暇
は
基
地
司
令
官
の
命

令
で
、「
若
し
連
絡
が
あ
れ
ば
集
ま
れ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

当
時
は
命
令
や
、
青
報
が
錯
綜
し
て
い
た
と
思
う
。

帰
宅
し
た
ら
母
は
病
弱
で
休
ん
で
い
た
が
「
も
う
何
処
へ

も
行
く
な
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
日
本
航
空
か
ら
の
誘
い
を
断

わ
っ
て
、
百
姓
を
や
っ
た
り
親
戚
の
繊
維
会
社
へ
二
十
年
程
勤

め
て
い
た
。
そ
の
後
独
立
し
た
が
、
飛
行
機
乗
り
の
時
、
肋
骨

を
折
っ
た
所
が
、
帰
っ
て
か
ら
化
膿
し
た
。

先
程
申
し
た
と
お
り
、
甲
種
予
科
練
十
期
の
同
期
生
の
七
割

以
上
が
戦
死
し
、
現
在
生
存
者
二
百
名
の
中
に
私
も
入
っ
て
い

る
こ
と
を
見
れ
ば
、
自
分
の
幸
せ
と
、
戦
没
者
や
御
遺
族
の
こ

と
を
深
く
心
に
刻
ん
だ
毎
日
で
す
。

海
軍
航
空
隊
　
軍
隊
当
時
の
思
い
出
　 

大
阪
府
　
中
江
清
則
　 

―
中
江
さ
ん
は
、
海
軍
へ
志
願
さ
れ
た
と
い
う
が
、
何
か
動

機
が
あ
っ
た
の
で
す
か
、

生
ま
れ
は
大
正
何
年
で
し
た
か
。

私
は
大
正
十
四
年
二
月
四
日
生
ま
れ
で
、
海
軍
を
志
願
し
た

動
機
は
従
兄
と
の
再
会
に
あ
り
ま
す
。

従
兄
の
板
倉
光
馬
氏
は
、
昭
和
八
年
、
海
軍
兵
学
校
六
十
一

期
生
と
し
て
卒
業
し
て
、
大
尉
で
潜
水
艦
「
イ
号
四
十
一
」
の




